
「避難するところ」 の表示は、

どの災害に対応しているかを示している

避難するところの種類

対応している

災害の種類

避難するところの名称

1避難するところを知って、 経路を確認する

災害への備え方災害への備え方
地震、 風水害など災害は、 いつ起きるか分かりません。 もしものときに備えましょう。1

2

災害が起きたときに、 市が指定している 「避難するところ」 は 3種類ある
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市が必要と判断し、 安全を確認後、 開設します

避難所は、 建物に人が入る様子を表したイラストが特徴です

災害の危険性がなくなるまで必

要な期間滞在する避難所。

※帰宅困難者も一時滞在可

命を守るために

緊急的に避難する場所

高齢者、 障がい者など、 避難

生活において特別な配慮を必

要とする人のための避難所。

指定避難所指定緊急避難場所 指定福祉避難所

指定避難所だけが避難先ではない！

安全な地域の友人や親戚宅に、 早めに

避難することも日頃から考えておきま

しょう。

市防災専門官

須田和之

近所の公共施設などを見てみよう

生活の基盤が自宅にあり、 次のいずれかに当て

はまる人 （災害対策基本法第４９条の１０、 沼田市地域防災計画）

● 要介護認定１以上を受けている人

● 身体障害者手帳１級または２級を持っている人

● 療育手帳Ａを持っている人

● 精神障害者保健福祉手帳１級を持っている人

● 自主防災組織などが支援を必要と認めた人
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　 市は、 災害が発生したときに、 家族

な ど の 援 助 が 受 け ら れ な い ・ 自 力 で

避難することが困難な人の情報を 沼

田市避難行動要支援者名簿 として

作成しています。 あらかじめ同意をい

た だ け れ ば、 関 係 機 関 に 名 簿 を 提 供

し、 日頃の見守り活動や、 もしものとき

の助け合いにつなげることができます。

 　特に支援が必要な人は 個別避難計画

を作成し、 地域における共助を基本とした

支援を受けられる体制を整備しています。

 問合せ   地域安全課防災安全係☎内線 4021

避難行動要支援者名簿 の対象

[ ハザードマップも確認 ]
家屋の倒壊、 土砂災害、 洪水 ・ 浸水の可能性が高い場所

を示した地図です。 上記 3 つの媒体にて確認できます。

「避難するところ」 は、 この 3 つで確認！
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● 消防機関

● 県警察

● 民生委員

● 社会福祉協議会

● 自主防災組織

● その他の避難支援など実施に携わる関係者

災害発生に備え、 避難支援などに

必要な範囲で情報提供する機関

災害時の避難に

支援が必要な人へ

指定緊急避難場所と指定避難所を兼ねる

水
害
に
対
応
し
て
い
な
い

[ ハザードマップと併せて、 避難行動判定フローも確認 ]

災害のレベルに合わせて、 とるべき行動が分かり

ます。 WEB で検索するか、 右記二次元コードの

内閣府防災 LINE での確認が便利です。

平常時の必要なときに、「避難行動要支援者名簿」 と 「個

別避難計画」 を関係機関へ情報提供します

※原則、 本人 ・ 家族が作成 ( 困難な場合は市も支援 )

災害発生時または発生

しそうなときのみ関係機

関へ情報提供します

避難行動要支援者名簿 を作成

平常時、 関係機関への情報提供について

同意しない

個別避難計画 を作成

する しない

同意する

平常時の必要なときに、 「避難行動要支

援者名簿」 のみを関係機関へ情報提供

します


